











経営志林 第44巻 2 号 2007年 7 月  35 
〔資 料〕 
学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践 
─ 工場見学・英語教育･論文作成とインターゼミナール ─ (3) 
 
 
洞 口 治 夫 
 
はじめに 
1 . ゼミナールの年間計画と意図 
2 . 専門英語教育 
（以上，第43巻第 3 号） 
3 . レポートと論文の添削 
（以上，第43巻第 4 号） 
4 . インターゼミナール 
結語と課題 
（以上，本号） 



























































36  学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践  ─ 工場見学・英語教育･論文作成とインターゼミナール ─ (3) 
第15表 インターゼミナールの経験 
 ■2■年生 ■3■年生 ■4■年生     
2000 なし なし 青山学院大学 
深川由紀子ゼミナール 
2001 なし なし 青山学院大学 
深川由紀子ゼミナール 
2002 宝仙短期大学 青山学院大学 慶應義塾大学 
 井沢直也ゼミナール 深川由紀子ゼミナール 高橋美樹研究会 
2003 宝仙短期大学 慶應義塾大学 青山学院大学 
 井沢直也ゼミナール 高橋美樹研究会 深川由紀子ゼミナール 
藤村学ゼミナール 
2004 武蔵大学 慶應義塾大学 東京大学 
 板垣博ゼミナール 高橋美樹研究会 藤本隆宏ゼミナール 
2005 上智大学 慶應義塾大学 東京大学 
 竹之内秀行ゼミナール 高橋美樹研究会 藤本隆宏ゼミナール 
2006 上智大学 慶應義塾大学 東京大学 
 竹之内秀行ゼミナール 高橋美樹研究会 新宅純二郎ゼミナール 
上智大学 





















“Japanese Foreign Direct Investment and Structural 
Change in the East Asian Industrial System: Global 































































































































■4■年生：S1, S2, S3 
■3■年生：S4, S5 




■4■年 ■S4■, S9 
■3■年 ■S6■, S10 
■2■年 S11, S12, S13 
  
2004年度 ｢足利銀行によるリレーションシップ･バンキングの実践 
─ 温泉旅館専担チームによる地域活性化に向けた連携強化 ─｣ 
■4■年 ■S6■, ■S10■ 
■3■年 ■S11■, ■S12■, ■S13■, S14 
■2■年 S15, S16, S17 
  
2005年度 ｢過疎地域における高齢者主体の民宿経営 
─ 静岡県子浦と千葉県岩井を事例に ─｣ 
■4■年 ■S11■, ■S12■, ■S13■, ■S14■ 
■3■年 ■S15■, ■S16■, ■S17■, S18, S19 
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■3■年 ■E4■, ■E5■, ■E6■, ■E7■ 
■2■年 E9, E10, E11 
  
2004年度 ｢食品リサイクルにおける新たなビジネスチャンス 
─ 新たにビジネスに取り組む際，どのような要素が必要か ─｣ 
■4■年 ■E4■, ■E5■, ■E6■, ■E7■ 
■3■年 ■E9■, ■E10■, ■E11■, E12, E13 
■2■年 E14, E15, E16 
  
2005年度 ｢中小企業の経営革新 
─ 環境ビジネス市場へ参入している中小企業の産学官連携 ─｣ 
■4■年 ■E9■, ■E10■, ■E11■, E12, E13 
■3■年 ■E14■, ■E15■, ■E16■, E17, E18 














■4■年 ■K3■, ■K4■, ■K5■, ■K6■, K8 




─ ポーターの差別化戦略によって優位性を獲得することはできるのだろうか ─｣ 
■4■年 ■K5■, ■K7■, ■K9■ 
■3■年 ■K10■, K11, K12 
■2■年 K13, K14 
  
2005年度 ｢地域経済活性化と中小企業金融 
─ 中小金型メーカーによる有効な資金調達手段を探る ─｣ 
■4■年 ■K10■, ■K11■ 
■3■年 ■K13■, K15, K16 
■2■年 K17    
(注) ■K3■のように，四角で括られている番号は，前年度から継続して参加した学生を示す。 
(出所) ゼミナールでの活動記録をもとに筆者作成。  
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Foreign Direct Investment and Structural Change in 
the East Asian Industrial System: Global 










2006年度の 4 年生のなかには，SA の短期留学を
経た学生が 1 名，SA 長期留学を経た学生が 1 名，
私費留学をした学生が 1 名おり，合宿などでの英
語の会話力には高いものが認められた。また中国
からの留学生 2 名は英語力も高かった。 4 年生の
在籍者10名のうち， 5 名が英語でのプレゼンテー
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開催日時：平成19年 1 月19日（金）15時より 
開催場所：法政大学 市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー 
  
タ イ ム テ ー ブ ル  
  
上智大学パリッサ・ハギリアンゼミ（発表10分・質疑 5 分） 
法政大学洞口治夫ゼミ（発表20分・質疑10分） 
15：00 ～ 15：05 開会の挨拶（ハギリアンゼミ・洞口ゼミ） 
15：05 ～ 15：20 ハギリアン①Alex「Airbus Case Study」 
15：20 ～ 15：50 洞口①環境班（福山将人・森山周平・吉田翔太） 
“Business Innovation of Recycling Industry in Japan: Industry-University Cooperation 
among Small and Medium Enterprises in Environment Industry-” 
15：50 ～ 16：05 ハギリアン②Stefen Hauschild「Dusk at Dell」 
16：05 ～ 16：20 ハギリアン③Daniel Thomas Roy「Daimler Chrysler AG」 
16：20 ～ 16：25 休憩 
16：25 ～ 16：55 洞口②観光班（劉麗萍・新橋忠久・張毅） 
“The Management of Family Owned Hotel by Senior Citizens in Under-populated Area: 
Some Cases of Family Owned Hotel in Shizuoka and Chiba Prefecture” 
16：55 ～ 17：10 ハギリアン④James Leu 
“Nintendo: Expanding in a Shrinking Market” 
17：10 ～ 17：25 ハギリアン⑤Adrienne Leong  
“Dell Online: Selling Direct to Customers” 
17：25 ～ 17：40 ハギリアン⑥Jane 
“Culture Convenience Club: A Brick to Click Success Story” 
17：40 ～ 17：45 休憩 
17：45 ～ 18：15 洞口③金型班（内田貴也・加瀬諒輔・久保尚矢・土屋有弘） 
“Promoting Regional Economies through Small Enterprises Finance: 
Some cases of small mold manufactures in Japan” 
18：15 ～ 18：30 ハギリアン⑦Michael J. Chen“Uniqlo-goes International” 
18：30 ～ 18：45 ハギリアン⑧Leonard Le “PricewaterhouseCoopers Aarata” 
18：45 ～ 19：00 ハギリアン⑨Adam Walls “JAL—A Makeover For the Twenty-first Century” 
  









































































































































































































































































































































































があり，それぞれ 1 位から 3 位と佳作 1 席から 3





































































(5) 帰属意識を高める ─ OB・OG 会の状況 ─ 
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付表 3  
平成18年度 東京大学・法政大学インターゼミナール 
  





東京大学藤本ゼミ(発表12分，質疑 3 分) 
法政大学洞口ゼミ(発表12分，質疑 3 分) 
09：30 ～ 09：35 挨拶(洞口ゼミ：内田) 
09：35 ～ 09：50 洞口①田口「特定健康保険用食品の認証表示制度が商品ブランドと成分ブランドに与
える影響 ─ 健康油市場における花王の持続的競争優位の源泉を探る 
─」 
09：50 ～ 10：05 洞口②石 「中国自動車市場における消費者意識 
─ 上海大衆汽車と第一汽車トヨタを事例に ─」 
10：05 ～ 10：20 洞口③原田「新規航空会社におけるマーケティングの必要性 ─ 大手から新規へ顧客
のスイッチングを図るために必要な要因とは ─」 
10：20 ～ 10：35 洞口④上條「IC タグの研究開発戦略 ─ DNP の Kids in Feel を事例として ─」 
10：35 ～ 10：50 洞口⑤福島「日本企業における燃料電池車の技術開発 
─ 企業間提携の有効性と産学連携の問題点を探る ─」 
10：50 ～ 11：05 休憩(15分間) 
11：05 ～ 11：20 洞口⑥山岡「広告宣伝活動から探る資生堂のブランド認知度 
─ なぜ，欧米諸国で知名度が低いのか ─」 
11：20 ～ 11：35 洞口⑦川鍋「記事広告『特集』の役割を探る 
─ 『ピチレモン』，『ニコラ』事例として ─」 
11：35 ～ 11：50 洞口⑧西郷「外資系企業は何を求めて立地を選択するのか 
─ 産業クラスターとディベロッパーの活動を通じて探る ─」 
11：50 ～ 12：05 洞口⑨臼倉「通信販売の物流拠点機能 
─ 延期と投機の原理から在庫位置形成をさぐる ─」 
12：05 ～ 12：20 洞口⑩鈴木「中小製造業発展のためのアウトソーシング活動 
─ 成功事例から見る発展の条件とは ─」 
12：20 ～ 12：40 講評：藤本先生 
12：40 ～ 13：35 昼食(55分間) 
13：35 ～ 13：50 藤本①中島「デジタルカメラにおける画像処理エンジンのプラットフォーム化は何を
もたらしたのか」 
13：50 ～ 14：05 藤本②石原「An Additional Test of Empirical Work about Product Architecture Theory and 
International Trade Theory Approach via Date Augmentation」 
14：05 ～ 14：20 藤本③笹川「住宅ローンビジネスにおける業務プロセスのモジュール化」 
14：20 ～ 14：35 藤本④上田「日本の音楽配信サービス市場において，何故 iTunes Music Store が勝って
いるのか」 
14：35 ～ 14：55 講評：洞口先生 
14：55 ～ 15：00 挨拶(洞口ゼミ：宮内) 
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付表 4  
東京大学・法政大学インターゼミナールの感想文 
  


























































































   
(出所) 2007年 1 月に行ったアンケート調査による。東京大学・法政大学の学生代表者にインターゼミナールの
感想をとりまとめてもらった。匿名のアンケート回答であり，回収は2007年 2 月 1 日である。なお，本ア
ンケートの掲載については，東京大学・新宅純二郎助教授(現・准教授)に了解を得た（2007年 6 月25日）。 
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法政大学洞口ゼミ（発表12分，質疑 3 分） 
10：00 ～ 10：05 挨拶(竹之内ゼミ：荒川，洞口ゼミ：内田) 
10：05 ～ 10：20 洞口①大石「中小企業が導入すべき EMS ─『ISO14001』と『KES』の比較 ─」 
10：20 ～ 10：35 洞口②金子「アルバイト・パート人材の効果的な育成アプローチとは」 
10：35 ～ 10：50 洞口③中田「女性正社員増加のための有効的戦略とは 
─ 女性社員における長期雇用の現状から探る ─」 
10：50 ～ 11：05 洞口④久保「福祉用具市場におけるパラマウントベットの集中投資 
─ なぜ多角化を推進しないのか ─」 
11：05 ～ 11：50 竹之内①「M&A ─ なぜ M&A は成功率が低いのに，件数が増えているのか？ ─」 
11：50 ～ 12：40 昼食(ボアソナードタワー地下 1 階，学生食堂) 
12：40 ～ 12：55 洞口⑤高田「規制緩和と企業に求められる有効な政策とは 
─ 株式会社の農業参入と構造改革区の活用，そして全国区へ ─」 
12：55 ～ 13：10 洞口⑥山田「空港マーケティング 
─ 成田空港の商業指向戦略と新たなビジネスチャンスの可能性を探る ─」 
13：10 ～ 13：25 洞口⑦田中「新規航空会社の経営戦略 ─ 広告宣伝におけるアライアンス ─」 
13：25 ～ 14：10 竹之内②「航空業界 ─ 新規参入が難しい航空業界で新規参入は成功するのか ─」 
14：10 ～ 14：25 休憩 
14：25 ～ 14：40 洞口⑧福山「インターネット広告の優位性」 
14：40 ～ 14：55 洞口⑨徳永「ミニシアターの広告戦略 ─ ネット広告の有効性を探る ─」 
14：55 ～ 15：10 洞口⑩吉田「白物家電におけるカラーマケティングの重要性 
─ 顧客は何を求めて購入するのか ─」 
15：10 ～ 15：55 竹之内③「保険業界」 
15：55 ～ 16：10 休憩 
16：10 ～ 16：25 洞口⑪森山「小売業のサプライ・チェーン・マネジメント 
─ イトーヨーカ堂 ─ の物流改革を事例として ─」 
16：25 ～ 16：40 洞口⑫堤下「国際戦略提携における協働 
─ ハイアールブランド，日本市場参入の課題 ─」 
16：40 ～ 16：55 洞口⑬加瀬「音楽コンテンツ流通の変化 ─ 音楽配信を中心に探る ─」 
16：55 ～ 17：15 講評：竹之内先生 
17：15 ～ 17：35 講評：洞口先生 
17：35 ～ 17：40 挨拶(竹之内ゼミ：荒川，洞口ゼミ：宮内) 
  
(出所) ゼミナールでの活動記録をもとに筆者作成。 
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